
令和７年１０月１７日 

一般財団法人都市みらい推進機構 

 

令和７年度「土地活用モデル大賞」各賞の選定結果について 

 
 

土地活用モデル大賞は、土地の有効活用や適切な維持管理に取り組む模範的事例、成功モ

デルとなる事例を募集し、優れたものについて「国土交通大臣賞」をはじめとする表彰を行

い、その普及を図ることを目的に、一般財団法人都市みらい推進機構の主催、国土交通省の

後援により実施するものです。 

表彰の対象は「土地が有効に活用された今後のモデルとなるプロジェクト」です。地域の

課題を認識し、その解決に向けて、土地の有効利用・再生利用・保全利用・利用の転換、適

切な管理を図るプロジェクトを幅広く対象とするものです。 

平成１６年度の第 1 回から数え第２２回目となる令和７年度は、審査基準（課題対応性、

先導性、独創性、汎用性）をもとに審査委員会で審査を行ない６件のプロジェクトを選定い

たしました。 

記 

 

令和７年度（第２２回）土地活用モデル大賞の表彰プロジェクトについて、国土交通大臣

賞１点、都市みらい推進機構理事長賞２点、審査委員長賞３点を選定いたしました。 

 

＜国土交通大臣賞＞（１点） 

・産官金連携による歴史的資源を活用した観光まちづくり  （愛媛県大洲市） 

 

＜都市みらい推進機構理事長賞＞（２点） 

・旧広島市民球場跡地整備等事業       （広島県広島市） 

・大久保地区公共施設再生事業        （千葉県習志野市） 

 

＜審査委員長賞＞（３点） 

・聖蹟桜ヶ丘北地区における河川区域と民有地の一体活用  （東京都多摩市） 

・ワイズマンスポーツベース紫波（プロサッカークラブと連携した運動公園機能向上） 

（岩手県紫波町） 

・ココティすぎと（旧杉戸小学校跡地活用事業）   （埼玉県杉戸町） 
 

 


